
〒692-0014 島根県安来市飯島町70 
TEL 0854–21–0101
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8月15日（日）10：00～ パートナーズクラブ割引
10/3（日）まで

チケット料金
［全席指定］

一  般 3,500円

2,000円

前売・当日共通

4,000円

2,500円学  生

10月10日㊐
2021年

14：00開演［13：30開場］ 14：00開演［13：30開場］ 
安来市総合文化ホール
アルテピア［大ホール］
安来市総合文化ホール
アルテピア［大ホール］
全席指定

■主 催:安来市総合文化ホール アルテピア
■助 成：（一財）地域創造     ■制作協力：米朝事務所
■後 援：安来市、安来市教育委員会、安来商工会議所、安来市商工会、
鉄の道文化圏推進協議会、BSS山陰放送、TSKさんいん中央テレビ、日本
海テレビ、やすぎどじょっこテレビ、エフエム山陰、山陰中央新報社、朝日
新聞松江総局、読売新聞松江支局、毎日新聞松江支局、新日本海新聞社、
産経新聞社、DARAZ FM、アクティブ・プロ、JTB 山陰支店（順不同）
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チケット販売

第
17
回

※アルテピアパートナーズクラブ割引はアルテピアのみで販売します。
学生券は、アルテピアとシマチケで販売します。
※学生券の対象は大学生・専門学校生・短大生以下。
当日入場時に学生証（生徒手帳）等をご提示いただきます。
※3歳未満入場不可。
※車イススペースをご希望の方はアルテピアまでご連絡ください。

最新情報は
コチラをチェック



プレイガイド
安来市総合文化ホール アルテピア
フォト文具いちかわ広瀬本店
フォト文具いちかわプラーナ店
島根県民会館チケットコーナー
島根県民会館オンラインチケット「シマチケ」
米子市文化ホール
アクティブ・プロ
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大道で行われていた芸能が、専用の場所
で演じられ始めたのは、江戸時代半ばの
こと。講談や落語などの興業が催される
演芸場が「

 こうしゃく ば

講釈場」「寄せ場」と呼ばれ、
このうち「寄せ場」が「寄席」や「席」と略
されるようになりました。
庶民の人気を集めた寄席は、江戸や大坂
で大いに広がり、映画やラジオ・テレビな
どが生まれるまでは、芝居と並ぶ娯楽の
中心でした。

〒692-0014 島根県安来市飯島町70
TEL 0854–21–0101

■お問い合わせ

www.artepia.jpアルテピア
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上方落語では、落語家の前に「
 けん だい

見台」とい
う小さな机と、足を隠す「

ひざかくし

膝隠」という小さ
な衝立が置かれます。江戸落語では使い
ません。見台の上には「

 こ びょう し

小拍子」という小
さな拍子木が置かれ、演目に応じて演者
がこれをカチャカチャと叩くので、にぎや
かな感じになります。
これは大道で興行をしていた

 つじばなし

辻噺の頃
に、音を立てて人を呼び込もうとしたこと
の名残といわれています。場面の切り替
えや時間の経過を表す演出上の効果とし
て使われたりします。
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寄席の

落     語
講     談
浪     曲
漫     才
太 神 楽
奇     術
紙 切 り
おん

音     
ぎょく

曲
パントマイム
ジャグリング

おかしな話を座って演じて笑いを誘う話芸
歴史にちなんだ物語を読んで聞かせる話芸
節回しとセリフを三味線に乗せて語る話芸
二人の演者が掛け合う会話で盛り上げる話芸
華やかな曲芸や獅子舞による、お祝いの芸
観客をあざむき驚かせる、トリックの芸
紙をはさみで切り短い時間で形を作る機知に富んだ芸
三味線などを奏で、

  ど ど いつ

都々逸、民謡などを歌う芸
身振りや表情だけで表現する演劇的な無言の芸
ボールやスティックなどを投げて受け取る西洋の曲芸

など

長い歴史をもつ寄席には、
昔から使われている専門用語があります。

アルテピアは2021年～2023年の3年間で、
あるてぴあ寄席『山中鹿助物語』を創りあげます。
今年は、落語と太神楽でお楽しみください。
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  じ ばや し

地 囃 子

追い出し

大 喜 利

どのような順序で、だれが出演するかを示したプログラム
寄席の番組半ばの休憩。休憩直前の出演者のこともいう
出演者が

 こう ざ

高座に上がる際に演奏する客席囃子
紙切りや曲芸などを演じている時に
伴奏として演奏する寄席囃子
観客が退場する状態。太鼓を打って観客を
送り出すことから打ち出しともいう
寄席の番組の一番終わりに大勢が出て、
踊りや芝居などの余芸を見せること

3年間の予定 2021年
2022年
2023年

落語と太神楽
講談
山中鹿助を題材にした
新作講談と新作落語の競演


